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（1）活動対象：5歳児 24名（男児 10名，女児 14名）
（2）班構成：5班（1班あたり 4名ないし 5名）
（3） 活動：約 150分～ 180分間の活動．指導者は担任
と副担任のお二人．
（4）実施日時と活動テーマ（活動内容）：
　①平成 27年 8月 21日（金）9：30～ 12：30　
　　 ダンゴムシはどこにすんでいるのだろうか？（ダン
ゴムシのすみかを探す）
　②平成 27年 8月 27日（木）9：30～ 12：30
　　 ダンゴムシはなぜ死んでしまったのだろうか？（飼
育するための条件を考える）
　③平成 27年 8月 31日（月）9：30～ 12：30
　　 これまでの結果からもう一度ダンゴムシのすみか
について考えてみよう
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